
当
地
域
は
、
江
戸
時
代
に
入
る
ま
で

五
位

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
室
町
時
代
の
享
徳
二
（
一

四
五
三
）
年
前
後
の
興
福
寺
・
大
乗
院
関
係
文
書
に
、
同
寺
の
領
地

五
位
庄

と
し
て
初
登
場
し
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
時
を
経
ず
土
地
の
豪
族
・
越
智
氏
の
影
響
が
同
地
に
及
ん
だ
ら
し
く
、
文
明
二
（
一
四

七

）
年
の
文
書
（
寺
社
雑
事
記
）
に

越
智
郷
分
…
五
位
庄

と
あ
り
、
さ
ら
に
天
正
五
（
一
五
七

七
）
年
に
至
る
と

五
位
庄
の
年
貢
を
納
め
て
ほ
し
い

と
、
大
乗
院
が
越
智
氏
に
乞
う
た
ら
し
い
文

書
も
残
っ
て
い
ま
す
。
室
町
時
代
中
期
以
降
の
中
世
は
、
主
に
越
智
氏
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ

ま
す
。

江
戸
時
代
に

五
井
村

と
名
付
け
ら
れ
た
当
地
は
、
旗
本
・
神
保
氏
の
知
行
地
と
な
り
ま
す
。
同

村
内
で
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
に
地
元
（
戸
毛
村
）
出
身
力
士
・
初
瀬
山
の
相
撲
興
行
が
あ
り
、
近

隣
か
ら
の
人
出
で
に
ぎ
わ
っ
た
記
録
も
残
り
ま
す
。

明
治
一
五
年
ご
ろ
は
戸
数
一
九
戸
・
人
口
一
二
四
人
（
町
村
誌
集
）
の
農
村
で
、
同
一
七
年
ご
ろ
に

は
米
・
麦
・
さ
つ
ま
い
も
・
ぶ
ど
う
・
葉
タ
バ
コ
（
農
産
物
取
調
表
）
を
主
生
産
物
と
し
て
い
ま
し
た
。

明
治
二
二
年
に
真
菅
村
の
大
字
と
な
り
大
正
・
昭
和
時
代
を
過
ご
し
、
昭
和
三
一
年
に
創
設
の
橿
原
市

に
合
併
さ
れ
て

橿
原
市
五
井
町

と
な
り
ま
し
た
。

出
身
力
士
が
相
撲
を
興
行


